
海外研修報告

現から唐代を中心とする中国古代造瓦妓術の研究 11本学術娠興会特定|則氏泣 (長JUJ)により.

'1 '1巨|で研修を行なった。-t=.たる受け入れ機 l'hl は当研究所と者11城lIíIJの J~ I ， i]研究協定を結んだばか

りの'1'1 "1社会科学院考古研究所である。この研究所のフ ィール ドである荒1¥域.治1;易J).主. l~ 'b.:JJ，主.

拘州城.元大昔11のJiに加lえ. r}}J i毎 rmji~/{.j- . 金I~'JJJ~ C.I.¥ iìli d~省)などの瓦について.主として製

作技術の観点から制査を行なった。rl'国の瓦の研究はJJUI:もなお必i先代'1'心であり .u本がii2
2じ技術を学:んでいるそれ以降の11.¥イtの1・Llりf究は進んで‘いなし、。一般的な印象として‘JEll代の):L

当文総が日本の古代Jiのそれに劣るFTを中国人のli}f究者に符げると.航法{!U]の]:Lは何処も)Jを

入れてiiEるもので.IJ'凶でも従i先代の瓦は美しいから研究者も多いとのj語科であった。そうい

えばn本でも.IJ'近|止Jiはようやく本俗的な研究対象になり始めたばかりである。なおli)f究成

以のーi'iI)は 『日本'1'1"1 )5Îlï~f:会会幸I(J 出 2 サ (19921ド)に発表した。 (fり11正敏)

日韓馬具の比較研究 限必の研究テーマのもとに. 1991:'1'-9 J.J 1 11から3011までの LIf~l~ で. 11 

本学術J辰興会特定凶派jiJI研究u として A~i島氏I~lil を必れた。 特国文化財研究所のお世話・になり .

仰凶作j也で-三岡IIHtの!日Hを制どきすることができた。ソウルでは折しも'1'央w物館で rf担1J[II以」
がIJfJ1m されていたのはキ辺であった。 ~:ti{1:JUJlII]の約二r・分は特同|λj各地を旅行しながら泣跡;迫温喧. 

物を}凡L学した。訪11川!日川!リlυj地也{はま iií刊けjけけr~ナjナ'1札|

で |ド附B母h物館' 文化財研究所. 大学校1~1，ì:物館が，~引はする.I.!~ J~. を制察したほか.遺跡も多数見学し.

研究者と立見交換できたことも収挫であ った。 1i~も興味深かったのは.伽Jflí地域の造物. ;m~; 

のj山崎色である。 大伽J[líjf合の悦成国を~・ 8学的に íWJ;(できそうで.九々の固と LI 本とのl対辿

を迫;]とすることが可能になりつつある。，11出H、.¥=(にの11~'i(.関係研究も，vrたな民IJf.]がJVJí .fできる。

また . 度~1'!i文化財研究所が祈縦j也岐について 行1I城.手|弘 II IJJ~ . J1't必を総合的に調査研究し

ているのを知 り . わが，Ol，] ~任 i~i~ と _10_'.v 、合わせてうらやましい|取りであった。 9 月 26 日 には文化!!1

).~:四l!，，)で r1:1本11¥土の鉄製特」と起して発衣を行った。 (花作 i:'; ) 

イタリア庭園の意匠・構造・立地に関する研究 1991 {I'. 9 Jll 0 11から出{I.:1月]01二lまでのIIN

で. 11本学術振興会特定1.1派jiJI研究11としてイタリアを，訪問した。ICCRm.1における名悦資料
のI1又柴の他.北イタリアおよびローマ.ナポリを小心として現存出|主|やj立幼;1.怠凶の尖j也断査を

行った。 作!必年代，組悦， :)t:J也条件などにもよるが.イタリアj必|坐lの多くは概ね傾斜地に造成

されたM段かの長方形テラスから仙成され とりわけルネサンス以附の例では整形式のM政や

|宝Ii也 あるいはイタリア特右のイトスギのii~木によるビスタの必，UIo]なと 11 本出|童| に比してき

わめて人_U10なデザインとなっている。 しかし 日 本出 I~ìl と Htlι 外白1\の自然 JitWlと人 I:的出|由l

jit制との悦覚的結合を立|χlしたf/ltl広が主流となっていることを.各，H(のヴ7 リエーションの'1'

に縦認することができた。また こうした構成手法のi!J;(流や発以;tlf'~に|刈わる続々の事f~IJ を行1I

ilil人lにj立存するオープンスペース悦造の'1'に発見することができた。 (オζ'1' !-'O 
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